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2月7日、社員研修の一環として飯田消防署様を訪問し、一
般救命講習を受講しました。実際にマネキンやAEDを使用
した救護方法を体験し、いざという時に取るべき行動を具
体的に学ぶことができました。い
つ何が起こるかわからないから
こそ、万が一に備え、日頃からの
心構えの重要性を改めて実感し
ました。

●普段どおりの呼吸がない場合、又はその判断に自信が持てない場合は心停止とみ
　なし、危害を恐れることなく直ちに胸骨圧迫を開始する。
●胸の左右の真ん中にある胸骨の下半分に、片方の手の付け根を置き、その手に他
　方の手を重ねる。両手の指を互いに組むと、より力が集中する。
●両肘をまっすぐに伸ばして手の付け根の部分に体重をかけ、真上から垂直に傷病
　者の胸が約5cm沈むまでしっかり圧迫する。
●1分間に 100 ～ 120回の速いテンポで30回連続して絶え間なく圧迫する。
●「強く、速く、絶え間なく」を意識すること。
●小児の場合は、胸の厚さに応じて圧迫の深さを加減し、胸の厚さの約3分の1を圧迫する。
●圧迫の要領は、圧迫の深さが胸の厚さの約3分の1に至るのであれば、両手・片手のどちら
　で行ってもよい。

特集

突然、心臓や呼吸が止まってしまった人が助かる可能性は、その後の10分間で急激に下がります。
救急車が到着するまでに、令和2年では全国平均で約8.9分、飯田下伊那で約9.9分かかっています。
救急車が来るまで手をこまねいて見ていたら、命を救うことはできません。電気ショック（除細動）
を行うまでの時間が1分間遅れるごとに、生存退院のチャンスが7～10％ずつ下がってしまいます。

１.傷病者に近づく前に自分を守る

２.近づいて反応（意識）を確認する

３.119番通報と協力者への依頼

4.呼吸の確認

５.胸骨圧迫

＊口対口人工呼吸がためらわれる場合などには省略可
●30回の胸骨圧迫終了後、口対口人工呼吸を開始します。片手を額に当て、もう一方の
　手の人差し指と中指の2本をあご先に当て、頭を後ろにのけぞらせ、あご先を上げ気
　道を確保する。そのまま、額に当てた手の親指と人差し指で傷病者の鼻をつまむ。
●口を大きく開けて傷病者の口を覆い、息を約1秒かけて吹き込みます。傷病者の胸が
　持ち上がるのを確認し、同じ要領でもう1回吹き込む。
●傷病者に出血がある場合や、感染防護具を持っていないなどにより口対口人工呼吸
　がためらわれる場合などには、人工呼吸を省略し、すぐに胸骨圧迫を続ける。

６.人工呼吸

●胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせ（30：2のサイクル）を、救急隊に引き継ぐまで絶え
　間なく続けます。救助者が2人以上いる場合は、疲労により胸骨圧迫の質が低下しな
　いように、1～ 2分間程度を目安に、胸骨圧迫の役割を交代する。

７.心肺蘇生（胸骨圧迫と人工呼吸）の継続

）。るあも種機る入が源電に的動自とるけ開をたふ（。す押をンタボ源電●
●電源を入れたらそれ以降は、音声メッセージと点滅するランプに従う。

●電極パッドは、胸の右上（右鎖骨の下）及び胸の左下側（脇の5～ 8cm下）の位置に貼
　り付ける。電極パッドに表示されている絵を参考にする。
●電極パッドを貼り付けた後、ケーブルのコネクターを本体の差込口に差し込む。
　（本体に接続済みの機種もある。）
●胸が濡れている場合は拭き、貼り薬があれば剥がし薬剤を拭き取り、胸に機械が埋め
　込まれている場合は、出っ張りのある部分を避けて電極パッドを貼る。

８.AED の到着と準備

９.電極パッドを貼る

「体に触れないでください」などの音声メッセージが流れたら、「みなさん離れて！！」
と注意を促し、誰も傷病者に触れていないことを確認する。

●AEDが、電気ショックが必要と解析した場合は、「ショックが必要です」といった音
　声メッセージが流れ自動的に充電が始まる。充電が完了すると、「ショックボタンを
　押してください」といった音声メッセージが流れて、ショックボタンが点滅。充電が
　完了したら、「ショックを行います。みなさん、離れて！！」と注意を促し、誰も傷病
　者に触れていないことを確認し、速やかにショックボタンを押す。
●電気ショックを行ったら、直ちに胸骨圧迫から心肺蘇生（胸骨圧迫 30回、人工呼吸2
　回）を再開する。

＜注：未就学児（約6歳まで）に対するAED使用＞
●未就学児にも成人と同じAEDを使用でき、手順も成人に対する場合と同じ。
●モード切替のあるAEDの機種では、未就学児用モードを使用。モード切替のないAEDの機種では、未就学児用電極パッド
　を使用する。ただし、未就学児用電極パッドが備わっていない場合には、小学生～大人用電極パッドを使用すること。
●電極パッドを貼る位置は、電極パッドに表示されている絵に従う。
●小学生～大人用の電極パッドを使用する際には、パッド同士が接触しないように工夫が必要。

10.心電図の解析

11.電気ショック

傷病者に近づく前に周囲を見渡して、安全かどうかを確認。

傷病者の耳もとで「大丈夫ですか」又は「もしもし」と大声で呼びかけながら、
肩をやさしくたたき、反応があるかないかを見る。

●「誰か来て！人が倒れています！」と助けを求める。協力者が駆けつけたら、
　「あなたは 119番へ通報してください！」「あなたは AEDを持って来てください！」
　と要請する。
●救助者が1人の場合や、協力者が誰もいない場合には、次の手順に移る前に、まず
　自分で 119番通報をする。また、すぐ近くにAEDがある場合には心肺蘇生を始め
　る前に、そのAEDを自分で取りに行く。

●傷病者が普段どおりの呼吸（正常な呼吸）をしているかどうか、胸と腹部の動き
　を10秒以内で確認する。
●胸と腹部の動きがない場合、又は約 10秒間確認しても呼吸の状態がよくわから
　ない場合、しゃくりあげるような途切れ途切れに起きる呼吸がみられる場合は、
　いずれも「普段どおりの呼吸なし」と判断する。

オートショック AEDという機種が新たに追加
電気ショックが必要な場合に、ショックボタンを押さなくても自動的に電気が流れる。傷病者から離れるように音
声メッセージが流れ、カウントダウンまたはブザーの後に自動的に電気ショックが行われる。
この場合も安全のために、音声メッセージなどに従って傷病者から離れる必要がある。

大丈夫ですか !?

離れてください！

あなたは119番へ通報、
あなたはAEDを

持って来てください！
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